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中期経営計画の振り返り

お客様とともに
技術を革新する
「夢実現企業」

長期ビジョン2020
策定
（09/10-20/10期）

第1フェーズ
（09/10-11/10期）

事業構造の転換
新成長ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの構築

第2フェーズ
（12/10-14/10期）

事業構造の革新
ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ競争力の強化
成長戦略の推進

第3フェーズ
（15/10～17/10期）

新中期経営計画

前中期経営計画の総括 （第2フェーズ）
事業構造の転換
新成長ドライバーの構築

エレクトロニクス事業

• ハードディスク用ガラス基板事業から撤退
• 極低膨張ガラスセラミックス増産投資着手
• リチウムイオン伝導性ガラスセラミックスの
事業化に向けた取り組みを継続

光事業

• グローバル光学ガラス生産体制として、
台湾に第3拠点を設立し、
日本・台湾・中国の3極体制構築

• ガラスモールドレンズの販売開始
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(9-10月)
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光事業売上高(左軸)
エレクトロニクス事業売上高(左軸)
経常利益(右軸)（単位：百万円） （単位：百万円）

業績推移

修正目標
（12年12月公表）

実績
（14/10期11-10月）

売上高 350億円以上 220億円

経常利益 29億円以上 1億円

総資産経常利益率
（ROA）

5.0％以上 0.3%

総資産有利子負債率 15.0％以下 14.0%

経営指標

◆売上高、経常利益ともに環境変化激変で目標値に対し未達

 光事業はデジカメ市場停滞、エレ事業はHD撤退等で売上規模縮小

 総資産経常利益率（ROA）未達、総資産有利子負債率は達成

中期経営計画対象期間

過去業績の振り返り
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新中計の前提条件（15/10-17/10）
<外部環境>

◆
円安傾向は当面継続
（前提為替レートは、米ドル110円、ユーロ135円）

◆
レアアース原料価格は安定
（為替変動による影響除く）

<関連市場動向>

◆

光学機器市場は、一眼レフの成長が見込めない一方、
4K・8Kといった高精細化は進展、
監視カメラや車載カメラも数量増

◆
エレクトロニクス関連市場は、半導体、液晶パネル堅調、
大型天体望遠鏡など、宇宙・天文関連産業も拡大
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基本戦略

光事業依存から、
エレクトロニクス事業を強化した
2本柱事業体制を早期に確立する

 光学ガラス普及品量産のため

台湾拠点の熔解能力を強化し、

日本・台湾・中国の3極化を推進

 エレクトロニクス事業は、

産業用途ガラス セラミックスの生産増強

 光学レンズの製造工程の川下化で

付加価値増、製品バリエーション増を図る

 機能性ガラスの成形力を活用し、

新規市場で収益源多角化を図る

1. 生産戦略 2. 強化する製品分野

事業構造の
転換

新成長

ドライバーの
構築
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経営指標

17/10期 目標

売上高 260億円以上

営業利益 16億円以上

総資産有利子負債率 15%以下

エレクトロニクス事業
売上高比率

30%以上
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中期経営計画対象期間

（単位：百万円） （単位：百万円）

3年間の設備投資総額：53億円
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光事業の基本方針

既存のデジタルカメラ向け光学レンズ素材は需要横ばい、

量産用光学ガラスの海外生産移管と、国内での小ロット生産と
川下化（レンズ加工）で付加価値向上を図る

監視カメラ、

車載カメラ、産業用カメラ

性
能
重
視

コ
ス
ト
重
視

◆光学機器用レンズ材の需要は２極化

・高精度性能保証
・尖った性能を有する差別化材料
・小ロット供給体制

・ガラスモールドレンズ供給
・レンズ研磨加工等川下化推進

・台湾への生産シフトによる価格競争力強化

一眼レフ、ミラーレス、
交換レンズ、

コンパクトデジカメ、プロジェクター

4K、8K高精細TVカメラ
高級交換レンズ
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光事業見通し
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エレクトロニクス事業の基本方針

特殊ガラスの需要は堅調、既存製品を伸ばしつつ、
既存製品の改良と新市場向け新製品の開発を推進、
収益源の多角化を図る

製
品
・
技
術

新
規

既
存

既存 新規

市場

・極低膨張
ガラスセラミックス

・高均質光学ガラス

◆濃い技術力を確立し、新規製品、新規市場へ

・固体電解質材料
・低膨張特性の強化
・高均質光学ガラス
ラインナップ強化

既存技術の更なる向上

既存技術の
応用展開

EUV、ArF等
露光装置
大型望遠鏡

露光装置
大型望遠鏡

リチウム
イオン電池

スマホ、タブレット
有機EL照明用
カバーガラス

薄板ガラス
・高強度ガラス
・高屈折率ガラス



中期経営計画説明資料Copyright© 2014 OHARA INC. All Rights Reserved.
10

エレクトロニクス事業見通し
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エレクトロニクス事業開発の方向性
次世代電池向けビジネス
(エネルギー)

スマートライフ分野向けビジネス
(環境：安全・快適・健康)

次世代光学素子ビジネス
(光・エレ融合領域)

未処理

監視・車載カメラ向け親水性処理レンズ

産業用空気清浄機向け
光触媒フィルター

金属リチウム空気電池
および全固体電池向け固体電解質

積層型
全固体電池
(試作デモ品)

ウエアラブル機器向けガラス内部
形成ハーフミラー・プリズム

固体電解質
基板

(厚み20um)

薄板ガラスビジネス

処理済
小型携帯機器向け加飾

光学機器の更なる小型化の
ための平面レンズ

高耐久性： 硬質・高強度カバーガラス

高輝度OLED用高屈折率ガラス




